
誰でも中に入って
見られます！

江戸時代から続いている
節分祭は“大神さん”と
呼ばれ親しまれているよ
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甲　府　駅

金　手　駅

横近習大神宮

柳町大神宮

甲斐奈神社

瑞泉寺

五味醤油

甲府市総合市民会館

山
梨
中
央
銀
行

東
支
店

長禅寺

甲府カトリック
教会案内板

noho noho

Naomi Camp
旅するキッチン
〜〜

岡島百貨店

NTT 東日本
山梨支店

山梨中銀
金融資料館

城
東
通
り

（
旧
甲
州
街
道
）

城下町特有の
鍵の手状の
クランク

横近習町通り

青沼通り

ヘルシーで
優しい自然食♪♡♬
オムライスが
おいしい

ここでしか
買えないものも…

例大祭4月15日
神幸祭（おみゆきさん）
6月最終土曜日
大祓祭（おみそぎさん）

舞鶴城公園

印傳屋 上原勇七本店
印傳博物館

印　の山本

2階

松本駅へ

みそ造り教室も
開催している

甲斐奈通り

甲州金など、
お金の歴史が
学べるよ

0 1
甲
斐
奈
通
り
に
面
し
た
階
段
を
上
る

と
、新
し
く
改
築
さ
れ
た
拝
殿
が
迎
え

て
く
れ
る
。境
内
に
は
、健
康
守
護
社
、

商
売
繁
盛
社
、諸
願
成
就
社
な
ど
い
く

つ
も
の
末
社
が
あ
る
。

0 5

古
い
地
名
と
当
時
の
町
並
み
の
地
図

に
解
説
を
添
え
た
案
内
板
が
、道
端

に
あ
る
。古
い
地
名
か
ら
そ
の
地
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
れ
ば
、散
歩
に
も
一

層
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

0 6
天
正
10（
1
5
8
2
）年
創
業
。遠
祖
・

上
原
勇
七
が
、鹿
革
に
漆
で
模
様
を
付

け
る
技
法
を
創
案
し
た
。こ
の
辺
り
は
甲

府
城
下
の
入
り
口
と
し
て
、江
戸
時
代
か

ら
繁
栄
し
て
い
た
。

甲
府

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

甲
斐
奈
神
社

印
傳
屋 

上
原
勇
七

本
店

0 2
横
近
習
町
通
り
を
行
き
交
う
人
た
ち

を
眺
め
な
が
ら
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る
お

店
。
店
主
が
丁
寧
に
作
る
ご
は
ん
は
、

優
し
い
味
わ
い
。

印
傳
博
物
館

n
o
h
o
n
o
h
o

の
ほ
の
ほ

五
味
醤
油

地
域
の
歴
史
を

伝
え
る
案
内
板

0 8
創
業
明
治
元
年
の
老
舗
。米
こ
う
じ
と

麦
こ
う
じ
を
合
わ
せ
て
造
る
甲
州
み
そ

は
山
梨
特
有
の
も
の
。昔
な
が
ら
の
製

法
に
こ
だ
わ
り
、丹
精
込
め
て
手
作
り

し
た
み
そ
は
、滋
味
豊
か
な
味
わ
い
。

0 7
印
傳
屋
本
店
の
2
階
に
あ
る
博
物
館

は
、印
伝
の
歴
史
や
技
法
を
伝
え
る

資
料
や
、貴
重
な
作
品
を
数
多
く
収

蔵
、展
示
し
て
い
る
。印
伝
の
文
化
と

魅
力
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

横
近
習
大
神
宮

よ
こ
き
ん
じ
ゅ

0 3
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
教
会
は
、建

築
物
と
し
て
の
魅
力
も
あ
る
。
聖
堂

内
部
に
は
6
体
の
聖
像
が
あ
り
、人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、祈
り
の
場
と
し

て
常
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

0 4

毎
年
2
月
3
日
に
は
、柳
町
大
神
宮

と
と
も
に
節
分
祭
が
行
わ
れ
る
。江
戸

時
代
か
ら
続
く
こ
の
お
祭
り
は「
大
神

さ
ん
」と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

春
に
は
境
内
の
桜
も
美
し
い
。

金手駅付近を通る旧甲州街道には、

城下町特有の鍵の手状のクランクがあり、

この鍵の手が、金手（かねんて）の名の由来とされています。

江戸時代、多くの旅人たちがこの地を行き交い、

町は栄え、印伝の文化も広まっていきました。

そんな歴史の風情を感じながら、甲府の城下町をてくてくと…。

　甲府カトリック教会でお会いした司祭の白木信一さん
は「この辺りは外国籍の方も多く、いつでもお祈りができるよ
うに聖堂は24時間開放しています。誰でも自由にお入りい
ただけますので、この地を訪れた方にも教会に触れ、静か
なひとときを過ごしていただけたらと思っています」と優しく
語ってくれました。 だ

い
じ
ん

散策コース
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吉
祥
の
願
い
を
模
様
に
込
め
て
。

（右上から時計回りに）
花唐草／爪唐草／紗綾形／ぶどう／青海波
亀甲／波うろこ／とんぼ／小桜／ひょうたん

古
来
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
古
典
柄
は
吉
祥
の
意
味
合
い
も
持
つ
。

厄
よ
け
と
し
て
武
具
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る「
亀
甲
」、

平
穏
な
暮
ら
し
が
続
く
こ
と
を
願
う「
青
海
波
」、

商
売
繁
昌
の
意
味
を
持
つ「
ひ
ょ
う
た
ん
」、勝
虫
と
も
呼
ば
れ
勝
負
事
に
縁
起
が
良
い「
と
ん
ぼ
」、

繁
栄
・
長
寿
の「
花
唐
草
」な
ど
、

自
然
界
や
四
季
の
美
し
さ
を
感
じ
取
る

日
本
人
の
美
意
識
を
象
徴
す
る
模
様
が
印
伝
の
伝
統
に
寄
り
添
い
続
け
て
き
た
。

か
つ
む
し

19 18
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